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特集  合言葉は「学生の成長」 これからの高大接続

学校教師養成の使命の下、
高校生のキャリア教育を全国展開

取材・文／本間学　撮影／亀井宏昭

＊３日間のプログラムの一例。内容は実施会場によって異なる。

　本
学
は
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

し
て
、
教
師
を
め
ざ
す
高
校
生
を
対
象

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー「
学
校
教
師
未
来
塾
」

（
以
下
、未
来
塾
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
教
師
と
い
う
職
業
の
魅
力
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
、
学

校
教
師
学
部
を
設
置
し
た
2
0
0
8
年

度
か
ら
続
け
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　近
年
、
仕
事
の
大
変
さ
ば
か
り
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
教
員
採
用
試
験

の
受
験
者
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、

教
師
は
依
然
と
し
て
「
将
来
就
き
た
い

職
業
」
の
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

教
師
と
い
う
職
業
に
憧
れ
を
持
つ
若
者

が
少
な
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
早
い
段

階
か
ら
仕
事
の
大
変
さ
と
や
り
が
い
を

理
解
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
教
師

の
道
に
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。「
先
生

を
め
ざ
し
た
い
」
と
希
望
す
る
高
校
生

が
全
国
に
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。
こ

う
し
た
願
い
が
、
未
来
塾
の
根
底
に
あ

り
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
は
北
海
道
、
沖
縄
を

含
む
全
国
13
か
所
で
未
来
塾
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
2
日
間
な
い
し
3

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
教
師

の
多
様
な
仕
事
や
、
必
要
な
資
質
・
能

力
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、
授
業
の

指
導
案
を
作
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取

り
組
み
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
自
分
た

ち
で
考
え
た
指
導
案
を
基
に
、
15
分
程

度
の
模
擬
授
業
に
挑
戦
し
ま
す
。

　本
学
は
、
各
都
道
府
県
に
地
元
高
校

の
元
校
長
な
ど
を
客
員
教
授
と
し
て
迎

え
、
地
方
開
催
の
際
は
、
こ
う
し
た
経

験
豊
富
な
方
々
に
指
導
に
あ
た
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
教
師
と
い
う
職
業
に
対
す
る
見

方
が
変
わ
っ
た
」「
大
変
さ
と
同
時
に
、

魅
力
的
な
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
参
加
者
の
受

講
実
績
を
評
価
し
、
修
了
証
を
発
行
し

ま
す
。
こ
の
修
了
証
は
高
校
時
代
の
学

習
歴
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
し
て
、

受
験
す
る
大
学
の
総
合
型
選
抜
、
学
校

推
薦
型
選
抜
の
出
願
時
に
活
用
す
る
よ

う
伝
え
て
い
ま
す
。
未
来
塾
の
修
了
者

か
ら
は
、
毎
年
20
人
程
度
が
本
学
に
入

学
し
て
い
ま
す
。
10
万
円
の
奨
学
金
を

支
給
す
る
制
度
も
魅
力
の
よ
う
で
す
。

　わ
れ
わ
れ
が
未
来
塾
で
大
切
に
し
て

い
る
の
は
、
参
加
者
同
士
の
協
働
の
機

会
で
す
。
模
擬
授
業
を
準
備
す
る
過
程

で
は
、
初
対
面
の
参
加
者
に
対
し
て
自

分
の
考
え
を
発
信
し
、
他
者
の
意
見
に

耳
を
傾
け
ま
す
。
模
擬
授
業
の
後
に
感

想
を
語
り
合
う
場
面
も
多
く
あ
り
ま

す
。
参
加
者
に
は
、
ぜ
ひ
、
こ
う
し
た

や
り
取
り
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
者
と
協
働

し
て
新
た
な
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
力

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
学
校
教
員
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
一
つ
だ
か

ら
で
す
。

　加
え
て
、
普
段
、
接
す
る
こ
と
の
な

い
大
人
か
ら
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　今
後
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
、

実
施
エ
リ
ア
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

す
で
に
講
演
部
分
は
動
画
を
配
信
し
て

い
ま
す
が
、
高
校
生
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
使
用
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
協
働
も

可
能
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
現
場
の
実

体
験
で
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る

は
ず
で
す
。
実
施
会
場
を
さ
ら
に
増
や

し
、
未
来
塾
を
通
し
て
全
国
の
教
員
志

望
の
高
校
生
の
背
中
を
押
し
、
育
成
し

て
い
き
ま
す
。

秀明大学は教師をめざす高校生を対象にしたセミナーを全国で開催、
仕事の奥深さとやりがいを知る機会を提供している。この狙いと今後の展望について聞く。
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キャンパス／千葉県八千代市
学生数／2,036人
学部／学校教師、看護、総合経営、英語情報マネジメント、観光ビジネス    

教
師
の
仕
事
へ
の
理
解
を

深
め
る
実
践
型
セ
ミ
ナ
ー

他
者
と
の
協
働
の
中
で

教
員
に
不
可
欠
な
力
を
磨
く
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　秀明大学学校教師学部は全寮制だ。学校教師を志望する学生が広く全
国から集まるのが特徴で、共同生活を送る中で教師として不可欠なコミュニ
ケーション能力を磨く。月曜から木曜までは、通常の授業が終わった夜の時間
を活用し、３時間の夜間学修を実施。授業の補習や発展的な学修、教員採用
試験対策に取り組む。実習の機会も充実させている。１・２年次の必修「学校
現場研修」では、週１度、周辺自治体の小・中・高等学校を訪問し、教育活動
に参加。３年次はプレ教育実習として、附属中学で４日間の実習に取り組む。
　こうした教育の成果は数字にも表れている。2022年３月卒業生の教員採
用試験正規合格率は61.1％、臨時的任用を合わせた教員就職率は92.0％
を誇る。2023年３月卒業予定者の教員採用試験正規合格率は73.8％に
なった。「学校説明会で『本気で教師をめざす人に入学してほしい』と伝えてい
ることが響いてか、学生は固い意志を持って入学してくる。われわれも全力で
学生を成長させ、優秀な教師として社会に送り出したい」（榎森学部長）。

全寮制と実習主義の教育を展開し
教員採用実績を伸ばす注目！

課 題

推進体制

高校との
関係づくり

入試の
工夫

学校教師未来塾のプログラム

教員養成でつながる高大接続の取り組み例

仕事のやりがい等を高校生に伝え、
全国の教員志望者を増やす

全ての入試方式で、全受験生を対象に
15分程度の面接を実施。大学に対する
適性、学部の学びに対する適性を教員が
直接判断する。

協定を結んだ千葉県内の高校に学生が
週に１度、実習に赴く「学校現場研修」

（１・２年次）、夏休みに出身高校を訪問
する「ふるさとの教育研究」などの機会を
通じて、高校との関係を構築。

秀明大学教育研究所が中心となって「学
校教師未来塾」を実施。47都道府県の
客員教授（元高校校長など）が各地のセ
ミナーでサポートにあたる。

＊1 未来塾生として優れた成果を上げた生徒が秀明大学学校教師学部に入学した場合。1年次の後期授業料等から減額。

＊1

1都3県
以外
68.2%

1都3県
31.8%

公立
正規採用
60.0％

私立
正規採用
1.1％

公立
臨時的任用
29.7％

私立
臨時的
任用
1.1％

塾講師など
1.1％

その他 7.0％

１ 

日
目

2 

日
目

3 

日
目

●講座「教師になるには」
    （教師に必要な資質・能力、教員免許を取得するには、教員採用試験とは）

●講座「多様な教師の仕事」
●講座「授業はどうつくられるか－授業案づくりの実習に向けて－」
●実習「教科授業案を作るⅠ」

●開塾式
●アイスブレイク
●講話「教師というやりがいのある仕事」
●体験談「教師への道」
●ワークショップ「理想の教師像」（KJ法により像を浮かび上がらせる）

●講座「教師のコミュニケーション能力」
●授業グループ分け

●講座「授業観察の観点」
●実習「教科授業案を作るⅡ」
●希望校種・教科でグループごとに活動、授業リハーサル
●実習「模擬授業をしてみよう」 （１教科１５分授業 省察５分）

●閉塾式　修了証授与

2022年3月
卒業生の
進路

東京都 神奈川県
千葉県 埼玉県

教員
就職率
92.0％
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学部／学校教師、看護、総合経営、英語情報マネジメント、観光ビジネス    
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入学者の出身地
2022年4月入学

　秀明大学学校教師学部は全寮制だ。学校教師を志望する学生が広く全
国から集まるのが特徴で、共同生活を送る中で教師として不可欠なコミュニ
ケーション能力を磨く。月曜から木曜までは、通常の授業が終わった夜の時間
を活用し、３時間の夜間学修を実施。授業の補習や発展的な学修、教員採用
試験対策に取り組む。実習の機会も充実させている。１・２年次の必修「学校
現場研修」では、週１度、周辺自治体の小・中・高等学校を訪問し、教育活動
に参加。３年次はプレ教育実習として、附属中学で４日間の実習に取り組む。
　こうした教育の成果は数字にも表れている。2022年３月卒業生の教員採
用試験正規合格率は61.1％、臨時的任用を合わせた教員就職率は92.0％
を誇る。2023年３月卒業予定者の教員採用試験正規合格率は73.8％に
なった。「学校説明会で『本気で教師をめざす人に入学してほしい』と伝えてい
ることが響いてか、学生は固い意志を持って入学してくる。われわれも全力で
学生を成長させ、優秀な教師として社会に送り出したい」（榎森学部長）。

全寮制と実習主義の教育を展開し
教員採用実績を伸ばす注目！

課 題

推進体制

高校との
関係づくり

入試の
工夫

学校教師未来塾のプログラム

教員養成でつながる高大接続の取り組み例

仕事のやりがい等を高校生に伝え、
全国の教員志望者を増やす

全ての入試方式で、全受験生を対象に
15分程度の面接を実施。大学に対する
適性、学部の学びに対する適性を教員が
直接判断する。

協定を結んだ千葉県内の高校に学生が
週に１度、実習に赴く「学校現場研修」

（１・２年次）、夏休みに出身高校を訪問
する「ふるさとの教育研究」などの機会を
通じて、高校との関係を構築。

秀明大学教育研究所が中心となって「学
校教師未来塾」を実施。47都道府県の
客員教授（元高校校長など）が各地のセ
ミナーでサポートにあたる。

＊1 未来塾生として優れた成果を上げた生徒が秀明大学学校教師学部に入学した場合。1年次の後期授業料等から減額。

＊1

1都3県
以外
68.2%

1都3県
31.8%

公立
正規採用
60.0％

私立
正規採用
1.1％

公立
臨時的任用
29.7％

私立
臨時的
任用
1.1％

塾講師など
1.1％

その他 7.0％

１ 

日
目

2 

日
目

3 

日
目

●講座「教師になるには」
    （教師に必要な資質・能力、教員免許を取得するには、教員採用試験とは）

●講座「多様な教師の仕事」
●講座「授業はどうつくられるか－授業案づくりの実習に向けて－」
●実習「教科授業案を作るⅠ」

●開塾式
●アイスブレイク
●講話「教師というやりがいのある仕事」
●体験談「教師への道」
●ワークショップ「理想の教師像」（KJ法により像を浮かび上がらせる）

●講座「教師のコミュニケーション能力」
●授業グループ分け

●講座「授業観察の観点」
●実習「教科授業案を作るⅡ」
●希望校種・教科でグループごとに活動、授業リハーサル
●実習「模擬授業をしてみよう」 （１教科１５分授業 省察５分）

●閉塾式　修了証授与

2022年3月
卒業生の
進路

東京都 神奈川県
千葉県 埼玉県

教員
就職率
92.0％


